
令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 国 語 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・小学校の既習事項が定着してい

ない。文章をひらがなで書く生徒

がクラスに１～２名程度いる。 

・自分の考えを具体的に分かりや

すく伝える力に課題がある。特に

作文に対する苦手意識のある生徒

が多い。 

・平易な言葉や具体例を挙げない

と理解ができない生徒が多い。 

・学習に関する興味・関心は高い

が、家庭学習の習慣が確立されて

いない生徒が多い。 

・定期考査等の結果から、心情や

構成はある程度理解できている

が、根拠を文章中から探すことを 

意識できていない生徒がいる。 

そのため、心情説明を丁寧に表

現できないことは課題である。 

・文法の学習では、基礎が定着せ

ずに混乱している生徒がいる。 

・文章の要旨は捉えられるが、質

問の本質を理解して適切に答えら

れない生徒が多い。 

・語彙力が不足しているため、豊

かな意見や感覚を持ちながらそれ

を言葉や文章で伝える事が苦手な

生徒が多い。 

・中学２年までの漢字力が定着し

ておらず、基本的な得点力を上げ

ることができていない。 

学

習

状

況 

・読むことや書くことに苦手意識

もあるが、授業中の課題には意欲

的に取り組む生徒が多い。 

・板書を写すだけでなく、自分の

考えや他の生徒の発言等をノート

に書く生徒が一定数いる一方で板

書を書き写すことに時間がかか

り、それだけで精一杯な生徒もい

る。 

・自主的に発言・発表する生徒に

偏りがある。指名されれば発言で

きる生徒は多い。 

・授業の振り返りでは、自らの理

解度を理解できたことにとどまら

ず、理解できなかったことまでし

っかりと言葉にして表現できてい

る生徒が多い。 

・グループで話し合いを行い意見

交換が活発に行われている。 

・メモをしたり他の生徒の発言を

加えたり、自分なりのノートのま

とめ方を工夫できる生徒もいる。 

・多くの生徒が意欲的で、落ち着

いた態度で授業に取り組んでい

る。メモをしたり他者の発言を加

えて、自分なりのノートのまとめ

方を工夫できる生徒が多い。課題

にも意欲的に取り組むことができ

る。一方、各クラス数名ではある

が、個別の声かけや作業や質問内

容の咀嚼が必要な生徒がいる。 

・話し合い活動に積極的に取り組

む生徒が多いが、それらをまとめ

ながら進んで発言する生徒に偏り

がある。 

指

導

上

の

課

題 

・深い学びに繋がる話し合い活動

の仕方を身に付けさせること。ま

た、話し合い以外にも自身の考え

を書き、推敲する等、考えを深め

る工夫をすること。 

・記述式問題の答え方、文章を書

く際の「型」や書き言葉の使い方

を定着させること。 

・漢字や文法などの言語に関する

知識・理解を高めること。 

・筆者の主張や作品の主題につい

て、自らの生活と結びつける学習

では結び付けられるように工夫す

ること。 

・発問内容を簡潔にし、考えが深

まるようなものにする。 

・記述式問題の答え方、心情の丁

寧な説明を定着させること。 

・漢字力・語彙力を高め、学習し

た言葉を文章や表現に活用する機

会や意識を高める必要がある。 

・事実と意見、考えと根拠などの

情報と情報の関係を捉えた論理的

思考力を育てること。 

・聞き手の心に届く発信を意識さ

せること。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・単元の目標を達成するなかで、

基本的な力を身に付けることがで

きるように課題設定を行う。 

・より深い学習が達成できるよう

に、小グループによる学びの機会

を多く設定する。 

・授業ごとの漢字テストに取り組

むなかで家庭学習の習慣を身に付

けさせる。 

・考えの根拠を文章中から探し、

丁寧に説明できるよう取り組む十

分な時間を確保する。 

・文法に対しての苦手意識がなく

なるように、生徒が例文を作成す

る活動や、ICT を活用し基礎定着を

目指す活動を行う。 

・漢字力・語彙力を高め、学習し

た言葉を文章や表現に活用する機

会や意識を高める必要がある。 

・事実と意見、考えと根拠などの

情報と情報の関係を捉えた論理的

思考力を育てること。 

・聞き手の心に届く発信を意識さ

せること。 

評

価

方

法 

・各時間のテーマを明確に示すと

ともに、「学んだことは何か」を確

認し、振り返りをさせる。 

・各単元の身に付けるべき力を明

確かつ簡潔な言葉で提示する。 

・ワークシートなどをこまめに回

収・返却をし学習の変容が確認で

きるようにし、第三観点の評価材

料を増やし、日々の学習を評価に

反映させていく。 

・学習内容に即した振り返りで評

価の観点を明確に提示し、達成度

を生徒自身に確認させる。 

・スピーチ等については評価の観

点を明確にし、生徒相互の評価と

教員による評価を並行して行う。 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 社 会 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・学習内容に関して、意欲が高く

授業中の発言も多い。 

・文章題に課題がある生徒が多い。 

・資料活用能力に、学力差が見ら

れる。 

・学習内容に関して、意欲が高く

授業中の発言も多い。知識・技能

に関しては、縮尺の求め方などの

計算問題や用語の漢字・カナ文字

のまちがい、混同が見られる。 

・思考力・判断力・表現力に、学

力差が見られる。 

・基本的な知識・技能において、

真面目に授業に取り組むことによ

って定着してきている。知識を活

用して、考える力につなげること

が今後求められる。 

・思考力・判断力については、基

礎的な知識の習得によって、少し

ずつ改善しつつある。表現力につ

いては、プレゼンテーション等で

向上させていく必要がある。 

学

習

状

況 

・班学習によく取り組み、話し合

いも活発である。 

・積極的に発言する生徒は、家庭

学習も意欲的である。 

・少数だが、学習に取り組むこと

ができず、規律を乱す生徒がいる。 

・授業評価では、９０％以上の生

徒が社会科に興味をもっており、

授業の準備や提出物の取り組み状

況から、学習に取り組む意欲は高

い。 

・言語活動はメリハリをつけて学

習できるが、自信をもって発言す

ることが課題である。 

・意欲的に授業へ取り組む生徒が

多い傾向にある。授業の準備や提

出物の取り組み状況から、基礎学

力の定着と考える力を養う必要が

ある。 

・プレゼンテーション等の発表の

場や話し合い活動を通して、表現

力の向上と幅広い知識の習得が必

要である。 

指

導

上

の

課

題 

・くりかえしにより、学習の成果

を定着させることが重要である。 

・家庭学習の習慣が付いていない

生徒や、班学習や個人学習に主体

的に取り組むことができない生徒

も見られる。 

 

・自分の考えに自信をもって発言

できるよう、基礎的な学力の定着

と社会的な見方や考え方を養う。 

・主体的・対話的で深い学びにつ

ながるよう、グループ学習の発問

や活動内容を工夫する。 

・自分の考えに自信をもって発言

できるよう、基礎的な学力の定着

と社会的な見方や考え方を養う。 

・主体的・対話的で深い学びにつ

ながるよう、グループ学習やプレ

ゼンテーション等の活動を増や

す。 

【授業改善の手立て】 
 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・予習→班学習→授業→復習→テ

ストのサイクルを明確にし、予

習・復習の呼びかけを通じて学習

習慣の定着をはかる。 

・短い文章からはじめて、説明的

な文章を書く力をのばしてゆく。 

・ふりかえり学習で学習内容の定

着をはかる。 

 

・グループ学習を行う機会を設定

し、生徒同士で教え合い、学び合

える活動を重視し、思考力等の育

成を図る。 

・単元のまとめにより、生徒の実

態に応じた反復練習ができる機会

を設ける。 

・ＩＣＴを活用し、具体的な資料

を生徒に提示し、生徒の理解度を

高める工夫を行う。 

・グループ学習を行う機会を設定

し、生徒同士で教え合い、学び合

える活動を重視し、思考力等の育

成を図る。 

・プレゼンテーションを行うこと

によって、深い学びや幅広い知識

の習得につなげる。 

・ＩＣＴを活用し、具体的な資料

を生徒に提示し、生徒の理解度を

高める工夫を行う。 

評

価

方

法 

・小テスト等の課題で、基礎・基

本の定着や技能・思考を確認し評

価する。 

・定期的に、「ふりかえり票」を配

布し、テスト・小テストなどの定

着を生徒自身に確認させ、自己評

価できるようにして、評価を次の

学習につなげる。 

・定期考査では知識・技能の程度

を中心に、ワークシートでは思考

力等を中心に評価し、授業内容が

定着しているかを確認する。 

・ワークシート等は、どの観点で

評価しているか、明らかにして定

期的に回収し、生徒へフィードバ

ックを行う。 

 

・「知識・技能」と「思考・判断・

表現」の 2 観点を、主に定期テス

トで評価していく。習得した知識

をベースにし、考える力が身に付

いたかを評価していく。 

・ワークシートは、作業をしっか

りやっているかを判断すると同時

に、社会的事象について明確に考

えを述べているかを評価してい

く。 

 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 数 学 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・小数、分数の計算が苦手な生徒

が多い。また、苦手意識から小数、

分数の計算に取り組もうとする生

徒が多い。 

・正負の数の問題は、基礎基本の

内容は定着している。また、色々

な考え方で考える力がある。 

・少しずつ数学に対して苦手意識

をもち出している生徒がいる。 

・１年生の頃の内容が定着してい

る生徒と定着していない生徒の

差が開き始めている。 

・関数分野は苦手な生徒が多い。 

・数学に対して苦手意識が高い生

徒が「出来ない」と思い込み、学

習に対して後ろ向きな生徒の割合

が多い。 

・基本的な計算問題はよく取り組

めるものの、文章問題の読解に課

題をもつ生徒の割合が多い。 

学

習

状

況 

・積極的に授業に参加し、発言す

る生徒も多い。ノートをしっかり

ととる生徒も多い。しかし、家庭

学習が 

なかなか身についていないことが

課題である。 

・意欲的に取り組むことができる

が、わからないところをわかるま

でじっくりと取り組むことができ

ていない。 

・活発な生徒とそうでない生徒の

差が大きくなっている。また、

授業内容に集中できていない生

徒がいる。 

・ノートは良くとれているが、 そ

れが家庭学習などの自己の学習

につながっているかは、分から

ない。 

・学習カードなどについては、し

っかりと記入する生徒が多いが、

問題に対して粘り強く取り組む姿

勢を作っていく。 

・ワークの活用方法による習熟に

差があり、十分に演習ができてい

ない生徒がいる。 

指

導

上

の

課

題 

・小学校の既習事項で不十分なと

ころを授業でどのように扱い、ど

のように定着をさせていくか。 

・習熟度別の授業で学力の差が大

きく出ていかないようにしていか

なければならない。 

・お互いに意見を共有したり、意

見を交換できる場が少ない。 

・発展クラス、標準クラスそれぞ

れのクラスに応じた指導を通し

て、学力に差が出ないように配

慮する必要がある。（スモール

ティーチャーなどを活用する。） 

・やり方だけでなく, 原理や用語

を理解させる指導を行う。 

・学び合いや生徒が自分の考えを

発表する機会を設けてはいる

が、十分ではない。 

・授業時間の中で主体的に学ぶ時

間（グループ学習の時間など）が

少ない。 

・習熟度別少人数展開から単級で

の授業に形態が変わり、分からな

い点を質問しづらくなっている面

があるように感じる。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・習熟度別の授業のみではなく学

び合いの授業ができるようなクラ

ス授業や習熟度別ではない少人数

授業を取り入れてみる。 

・小学校の内容や既習事項の復習

に力を入れる。 

・やり方だけでなく, なぜそうな

るかなどを学び合い活動を通し

て理解させる。 

・スモールティーチャーを活用し, 

苦手な生徒を減らしていく。 

・授業毎に授業の振り返りを行い, 

その日の内容を定着させる。 

・確認テストを増やす。 

・スモールステップが出来るよう

に、段階的な問題を用意し、グル

ープによる学び合いの時間などで

達成感を与えていく。 

・課題に取り組む時間を確保し、

机間指導の中で細かな指導ができ

るようにする。 

評

価

方

法 

・問題集やノートをこまめに確認

し、解き直しの力をみにつけさせ

る。 

・個人で静かに取り組むだけでは

なく、言葉を使って表現する、思

考・判断・表現の力を身につけさ

せていく。 

・確認テストを行い, 数学に対す

る主体性や知識・技能, 思考・

判断・表現の力を評価する。 

・授業内の課題や話合い活動への

参加の状況、また自身の考え方

の説明の状況などから評価す

る。 

・レポートやテスト直しの課題を

だし, 評価していく。 

・演習問題については統一の問題

だけでなく、段階的な問題を用意

することで、「主体的に学ぶ力」を

身につけさせたい。 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 理 科 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・実験の取り組みや授業アンケー

トの結果から理科に対しての興味

関心が高いことがうかがえる。 

・知識は身に付いているが、それ

を使って、現象等の説明などの思

考、表現力が不十分である。 

・授業時の発言や提出物等への取

り組みから自然事象への関心が高

いことがうかがえる。 

・【化学変化】を化学式で表現する

など、思考力を要する内容に対し

て苦手な生徒がやや多い。 

・授業に取り組む姿勢から、授業

に対して前向きに取り組もうとす

る生徒が多いように感じる。 

・授業内容を自分の生活等に結び

つけ主体的に取り組んでいこうと

する生徒はまだ少ないように感じ

る。 

学

習

状

況 

・学習に意欲的に取り組む生徒が

多いが、なかなか集中して授業に

取り組むことができない生徒がい

る。 

・話合い活動にも積極的に取り組

むことができる。 

・提出物はよく出ているが、内容

が完全でないものが多いので、指

導していく必要がある。 

・学習に意欲的な生徒が多く、落

ち着いた態度で授業に取り組むこ

とができる。 

・話合い活動にも積極的に取り組

むことができる。 

・宿題の提出率は高いが、効率の

良い取り組みができていない。 

・多くの生徒が落ち着いて学習に

取り組み、観察、実験に正しい操

作で協力して取り組むことができ

る。 

・１，２年生の学習内容を忘れて

しまっている生徒が多い。 

・まだ全員に家庭での復習習慣を

身につけさせることができていな

い。 

指

導

上

の

課

題 

・実験結果を理解することはでき

るが、そこから日常生活や自然現

象と関わりをもたせて考えを深め

ることが苦手である。 

・授業で行った内容を家庭で振り

返ったり、家庭学習を意欲的に進

める力を付ける必要がある。 

・実験等の結果から考えられる考

察を深める力を高めるために、自

分の考えを文章にして、話合いや

発表などの言語活動を充実させる

必要がある。 

・授業内で振り返りを行う場面を

増やす。 

・発表や話合いなどの言語活動を

より活性化させる必要がある。 

・思考課題や実験結果の考察につ

いてより深く考えられるように、

科学的に思考する力をより高めて

いく必要がある。 

 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・日常生活や自然現象との関わり

を意識させながら、興味・関心を

高めるとともに、科学的思考力を

深めさせる授業を行う。 

・授業内で話合い活動などの自分

の意見を発表する機会を多く設け

る。 

・家庭学習を充実させるため、ワ

ークによる課題の取り組みを充実

させる。 

・理科と日常生活との関わりを題

材にし、興味・関心を高めるとと

もに、科学的思考力を深めさせる。 

・授業内でアウトプットをする場

面を増やし、知識の定着と理解を

深めさせる。 

・家庭学習を充実させるため、ワ

ークによる課題の取り組みを充実

させる。 

・思考課題についての意見発表の

場を充実させ、他の意見を取り込

んで自分の考えを深めていけるよ

うな場面設定を目指す。 

・身近な自然現象と学習内容の関

連付けを意図的に行い、生徒の興

味関心を高める。問題演習の時間

を増やす。 

評

価

方

法 

・観察、実験結果からどのような

ことを導き出せるか、記入させる。 

・小テストを用いて、知識、思考

を評価する。 

・ワークの取り組み、振り返りを

定期的に確認する。 

・観察、実験のプリントの結果、

考察、まとめ、感想の内容を確認

する。 

・単元テストでの取り組み。 

・ワークの取り組み、振り返りを

定期的に確認する。 

・思考課題や実験レポートの考察

に書かれる内容から評価する。 

・定期考査の振り返りレポート等

の記載内容から評価する。 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 音 楽 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・基礎的な知識が身に付いていな

い。音符の長さの割合において、

数学的考え方が苦手である。 

・明るい表情で音楽活動をするが、

荒削りである。 

・知識の基礎が身についてきてい

る。 

・歌唱やリズム打ちなどの音楽活

動に意欲的に取り組むが、丁寧さ

に欠ける。 

・音楽の知識は身についており、

定期考査前の家庭学習も充実させ

ている。 

・歌唱活動など、声を出すことに

躊躇している生徒が多い。 

学

習

状

況 

・基礎的な知識(音符と休符の長さ

の割合など)の理解が困難な生徒

が多い。 

・話を聴いてから取り組む姿勢に

難がある。 

・専門用語に苦手意識をもつ生徒

がいるが、意欲的に授業には取り

組んでいる。 

・新曲にためらいがあり、活発で

なくなってしまう。 

・音楽史の内容を興味をもち、ワ

ークシートへの記入も着実であ

る。 

・大きな声を出すことには、まだ

ためらいが見られる。 

指

導

上

の

課

題 

・基礎的な知識を身に付けさせ、

音楽活動の実践に結び付ける。 

・感染症対策に配慮しながら、歌

唱活動を行う。 

・音楽についての基礎知識を身に

つけ、工夫して表現させる 

・明るく豊かな感性を喚起するた

めに授業展開を工夫する。 

・丁寧でゆっくりと説明を行い、

リピート学習にて知識を定着させ

る。 

・音楽活動への意欲を喚起する雰

囲気作りに努め、歌唱のリーダー

を育成する。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・基礎のプリント類にて、毎時間

繰り返し学習させる。 

・響きのある声を感得させ、実践

する意欲を育てる。 

・基礎知識についてのワークシー

トに毎時間取り組ませ、ゆっくり

解説をする。 

・深く考えて表現に結びつける習

慣を身につけさせる。 

・練習問題やまとめのプリントを

繰り返し、理解につなげる。 

・観察に配慮し、個別指導をして

合唱のリーダーを育成する。 

評

価

方

法 

・プリント類の点検と定期的な小

テストにより、定着度を確認する。 

・実技テストで、個々の歌唱力を

評価する。 

・ワークシートの点検、定期的な

小テストにて理解度を確認する。 

・ワークシートへの記述、実技テ

ストや授業での観察にて評価す

る。 

・ワークシートの点検、小テスト

による理解度の確認をする。 

・助言や考察(ワークシート)を生

かした表現ができているか、実技

テストにて評価する。 

 

 

 

 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 美 術 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・全体的に授業に対して意欲的に

取り組む生徒が多いが、知識の定

着には個人差がみられる。また、

技能については全体的に高い発想

力がある。 

・学力的に支援を要する生徒がお

り、作業の指示が理解できず個別

の指示出しが必要な生徒が各クラ

スに数名ほどいる。 

・全体的には意欲的に作業に取り

組む様子が見られるが、見通しを

持って制作に取り組み、期限まで

に終わらせる力が低い生徒がみら

れる。 

学

習

状

況 

１学期中は文字だけでなく視覚的

に示す事で色についての基礎的な

知識を身に付けた。 

・ほとんどの生徒は簡単な指示で

制作に取り組み、自分で工夫を考

えて制作することができる。また、

発展的な色の学習もした。 

・平面と立体バランスよく学習が

進んでおり、画面の構成や美術史

的な知識の学習をした。 

指

導

上

の

課

題 

・自他共に作品に対しての鑑賞力

を身に付けるとともに、自身の作

品を省みて試行錯誤をするたに、

より幅広い知識の定着が必要とさ

れる。 

・個人での技能の差が大きいので

個別の対応が必要になるが、全体

での授業の質が低くならないよう

にバランスを図っていかなければ

ならない。 

・見通しを持って長期的な制作に

取り組んだり、一時間あたりの作

業量を考えたりすることが苦手な

生徒が多い。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・さまざまな分野の学習や制作の

中で鑑賞の機会を増やし、体験的

に知識の定着と技能の向上を図

る。 

・机間指導を計画的に行い、単純

な作業でも繰り返し指導すること

で定着を図る。 

・制作の際に予定時数の明示をし

て、計画を立てさせたり、毎時間

の振り返りをさせることで計画性

をもたせる。 

評

価

方

法 

・鑑賞やふり返りでの反省を記入

させて、生徒の記入内容から体験

や思考を読み取る。 

・完成作品や定期考査の結果から

基本的な知識や技能の定着がなさ

れているか読み取る。 

・毎時間生徒の作品の進み具合を

確認することで、計画的に進んで

いるかの確認をする。 

 

 

 

 

 



令和４年度 授業改善推進プラン      ＜教科名 保健体育 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・運動に主体的に取り組む生徒が

増え始めてきた。学習カードの

記入など、自己を分析して課題

解決を図る生徒が少ない。また、

学習した内容を、言葉や文章で

表現することが苦手である。 

・各単元での知識と特性の理解を

身に付けている生徒が少ない。 

・運動への主体的に取り組む生徒

が増え始めてきた。学習カード

の記入など、自己を分析して、

自らの言葉や文章に表して課題

解決を図る生徒が少ない。 

・各単元での知識と特性の理解を

身に付けている生徒が少ない。 

・運動へ主体的に取り組む生徒が

増えてきた。 

・学習カードの記入において、自

己を分析して、考えを表現でき

る生徒が増えてきている。 

・ルールや競技に必要な知識につ

いては、よく学習している。 

学

習

状

況 

・集団行動や授業規律が定着しつ

つある。 

・仲間と共に学習し、運動への向

上意識は芽生え始めているが、

声かけが抽象的である。 

・男女共習でお互いの良さを認め

られるようになった。 

・集団行動や授業規律が定着しつ

つある。 

・仲間と共に学習し、運動への向

上意識は芽生え始めているが、

声かけが抽象的である。 

・男女共習でお互いの良さを認め

られるようになった。 

・集団行動をはじめ、授業規律に

おける意識は大変高い。 

・男女共習においても、分け隔て

無く協力する姿が見られる。 

・話し合い活動を積極的に行うこ

とができる。 

指

導

上

の

課

題 

・より分かりやすい説明を心がけ、

積極的に活動できる環境を作

る。 

・話合い活動を取り入れ、自ら考

え行動できる場面を設定する。 

・学習カードの書き方の助言が必

要である。 

・より分かりやすい説明を心がけ、

積極的に活動できる環境を作

る。 

・話合い活動を取り入れ、自ら考

え行動できる場面を設定する。 

・学習カードの書き方の助言が必

要である。 

・より分かりやすい説明を心がけ、

積極的に活動できる環境を作

る。 

・話合い活動を取り入れ、自ら考

え行動できる場面を設定する。 

・学習カードの書き方の助言が必

要である。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・授業規律の徹底を継続する。 

・男女共習により、互いの学びが

できる話合い活動をより活発に

行わせる。 

・運動量の確保を行う。 

・ワークシートを活用し、自己の

振り返りを行わせる。 

・安全への配慮をさらに徹底する。 

・個々の違いに応じた課題や挑戦

の機会を設定する。 

・授業規律の徹底を継続する。 

・男女共習により、互いの学びが

できる話合い活動をより活発に

行わせる。 

・運動量の確保を行う。 

・ワークシートを活用し、自己の

振り返りを行わせる。 

・安全への配慮をさらに徹底する。 

・個々の違いに応じた課題や挑戦

の機会を設定する。 

・授業規律の徹底を継続する。 

・男女共習により、互いの学びが

できる話合い活動をより活発に

行わせる。 

・運動量の確保を行う。 

・ワークシートを活用し、自己の

振り返りを行わせる。 

・安全への配慮をさらに徹底する。 

・個々の違いに応じた課題や挑戦

の機会を設定する。 

評

価

方

法 

・授業への取り組み状況。 

・ワークシートの記入状況。 

・定期考査。 

・実技では記録だけでなく、フォ 

ームの完成度も評価する。 

・授業への取り組み状況。 

・ワークシートの記入状況。 

・定期考査。 

・実技では記録だけでなく、フォ 

ームの完成度も評価する。 

・授業への取り組み状況。 

・ワークシートの記入状況。 

・定期考査。 

・実技では記録だけでなく、フォ 

ームの完成度も評価する。 

 

 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 技 術 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・工具、機械の正しい使用法はお

おむね理解している。製作図をか

く力が若干不足している。作品の

構想について、アイディアの広が

りに差が生じている。 

・工具、機械の正しい使用法はお

おむね理解している。細かい電子

作業の習得については個人差が生

じてきている。 

・工具、機械の正しい使用法はお

おむね理解している。電子部品を

基板に取り付ける作業は、ほとん

どの生徒ができている。 

学

習

状

況 

・作品の製作に関心を高くもち、

意欲的に取り組んでいる。作業上

の注意を守りながら、安全に気を

付けて作業を行っている。 

・作品の製作に関心を高くもち、

意欲的に取り組んでいる。作業上

の注意を守りながら、安全に気を

付けて作業を行っている。 

・作品の製作に関心を高くもち、

意欲的に取り組んでいる。技術の

見方、考え方が身に付いている生

徒もいる。 

指

導

上

の

課

題 

・「生徒の質問に対応する」の授業

評価がやや低いので、机間指導を

増やし、生徒一人一人に対応して

いくように授業改善に取り組む。 

・「理解度に合わせた授業」の項目

がやや低いので、授業の進め方を

生徒に理解度を確認しながら取り

組むように授業改善していく。 

・「理解度に合わせた授業」の授業

評価がやや低いので、説明の速さ

を落とすことと作業進度に合わせ

た説明のタイミングを見計らうよ

う改善する。 

 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・工具類の使い方を学習し、板材

を使用した自由題材を使って木材

加工を実施する。ただし、設計し

やすいようにワークシート等段階

を踏んで進められるように改善す

る。 

・栽培に関わる基礎知識を学習し

つつ、実際に大根栽培を育てる技

能実習に活かしていくように授業

計画を改善し、あんどん製作にも

取り組んでいけるようにする。 

・計測、制御に関する技術の内容

を学習する。計測、制御が社会に

どのような分野で利用されている

かなど、事例を挙げながら分かり

やすく提示していく。 

評

価

方

法 

・振り返りシート、ワークシート

の記入状況、および作品の完成度、

及び実技の取り組み、工具類の使

い方から判断する。 

・振り返りシート、問題発見シー

ト、ワークシート、栽培の記録の

記入状況から、主体的に学ぶ取り

組みを判断する。 

・振り返りシート、問題発見シー

ト、ワークシートの記入状況から、

特にフローチャートが理解できて

いるか判断する。 

 

 

 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 家 庭 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・食生活についての関心は高いが、

基礎的知識の理解は個人差が大き

く、不十分な傾向がある。 

・１学期は基礎的、基本的な知識

の習得を徹底した。 

・自分自身の生活の中で身近な問

題を見付けることができる。 

・衣生活に関しては関心の高い生

徒もいるが、一方で興味関心の低

い生徒もみられる。 

・学習したことを理解し、身に付

けている生徒が多い。 

・消費生活についての関心の高い

生徒もいる一方で、興味関心の低

い生徒もみられる。深く考え、自

分のことばで表現する力が不十分

な生徒もいる。 

学

習

状

況 

・多くの生徒が落ち着いて、意欲

的に学習に取り組むことができて

いる。 

・ノート、ワークの記入状況もよ

い。 

 

・多くの生徒が落ち着いて学習に

取り組み、知識も定着していきて

いる。 

・課題の記入状況もとてもよい。 

・生活の中で課題を見付け、解決

するために必要な深く考える力、

思考力を高める必要がある。 

・多くの生徒が落ち着いて、意欲

的に学習に取り組み、知識も定着

している。 

・課題の提出状況もとてもよい。 

・より深く思考する力を高める必

要がある。 

指

導

上

の

課

題 

・コロナ禍であり、調理実習がで

きない状況であるが、授業で学ん

だことをふまえ、家庭での調理を

通して、栄養的特徴や調理上の性

質について理解の定着と実践力を

身に付けさせる。 

・デジタル教科書を用いた調理実

習の映像など ICT 機器を効果的に

利用し、家庭での実践力を高める

必要がある。 

・学習内容を理解し、実習、課題

に取り組む力を高めるために、授

業中の個別指導や補充課題を充実

させる。 

・安全に実習を行うための知識・

技能を定着させる。 

・グループワークを活用し、学び

合いによって学習課題を解決でき

る場面を設定していく。 

・全体指導の後、つまずきのみら

れる生徒には個別対応をし、基礎

的・基本的な内容を習得させる。 

 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・本時の目標を明確にする。 

・食品カードの活用、デジタル教

科書などの視覚的資料、教材を用

いて分かりやすい授業を行う。 

・実習のまとめや考察の場面でグ

ループワークなどの言語活動を充

実させる。 

・本時の目標を明確にし、見通し

をもたせた展開にする。実物見本、

タブレットを活用し、視覚的資料

を掲示する。 

・全体説明の他に個別説明を通し

て基礎、基本の定着を図る。 

・実習や考察の場面でグループワ

ークなどの言語活動を充実させ

る。 

・基礎的・基本的な知識や技能の

確実な習得を図るため全体説明の

他に理解が不十分な生徒に対して

個別に説明をする。 

・実習のまとめや考察の場面では、

グループワークなどの言語活動を

充実させる。 

評

価

方

法 

・ノート、ワークの記入状況、課

題レポートの内容、授業への取り

組み状況。 

・定期考査、及び実技の取り組み

状況。 

・授業や単元の「振り返り」を通

して毎時間の学習内容の定着度を

把握する。 

・ノート、ワークの記入状況、課

題レポートの内容、授業への取り

組み状況。 

・定期考査、及び実技の取り組み

状況。 

・授業や単元の「振り返り」を通

して毎時間の学習内容の定着度を

把握する。 

・ノートの記入状況、課題レポー

トの内容、授業への取り組み状況。 

・定期考査、及び実技の取り組み

状況。 

・スモールステップで学んだこと

を振り返らせるとともに、達成度

を生徒自身に確認させ、評価につ

なげる。 

 



令和４年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 道 徳 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・道徳的実践力は個々に差がある

が、テーマについて受け止める力

がある。 

・道徳的実践力は個々に差がある

が、テーマを意識した学習ができ

る。内容を深く考え、自己の考え

や思いを記述できる生徒が多い。 

・資料を読み、道徳的価値に迫る

思考をすることができる。自己の

考えや思いを記述できる生徒が多

い。 

学

習

状

況 

・資料を読み、発問に対し考え、

自分の考えを記入するなど、授業

に取り組む姿勢ができている。 

・小グループでは積極的な発言が

多く見られる。全体の場でも、積

極的に挙手をし、発言できる生徒

がいる。 

・自分の考えや気持ちを文章に表

現し、他者に伝えることが出来る

生徒が多い。 

・キラリノートの振り返り欄に、

授業内で感じたことや気付いたこ

とを書き、自分と向き合うことが

出来ている。 

・自分の考えを文章で表現し、グ

ループ内で活発に意見交換ができ

る。 

・振り返りをキラリノートに記入

し、自己の考えを深めることがで

きる。 

指

導

上

の

課

題 

・生徒に自己の考えを深める機会

を与え、自己の考えを文章でまと

めて表現させること。 

・道徳的実践力を養うために日常

生活と結び付け、継続的な指導を

すること。 

・指導内容を押しつけないように、

生徒自らが道徳的価値を見いだせ

るような授業の工夫をすること。 

・道徳的実践力を養うために日常

生活と結び付け、継続的な指導を

すること。 

・生徒が考えを深められるよう、

教材や導入の工夫をすること。 

・道徳的実践力を養うために日常

生活と結び付け、卒業後の社会的

自立を目指した指導を行うこと。 

 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・道徳的実践力を育成するため、

まとめで自己の考えを振り返ると

ともに、フィードバックする場面

を作る。 

・他者と話し合うなかで、様々な

価値観を認める態度を養う。 

・話し合い活動の時間を増やし、

自己の考えと他者の考えを比較・

検討しながら様々な価値観を認め

る態度を養う。 

 

・ペア学習や少人数での活動の場

面を増やし、自己の考えと他者の

考えを比較しながら様々な価値観

を認める態度を養う。 

・視聴覚教材を適切に取り入れる。 

評

価

方

法 

・「ココログノート」を用いて一時

間ごとに自己評価をさせることで

道徳的な価値観の変容を評価す

る。 

・「キラリノート」への記入内容、

意見発表、タブレットへの入力内

容からどれほど深く考えることが

できたかを評価する。 

・自己と向き合い、考えることが

できたか、発表内容や「キラリノ

ート」の記述内容から確認し評価

する。 

 


